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会
長 

山
本 

均 

 

先
日
（
５
月
２
２
日
）
に
当
会
の
第
四
十

一
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
３
０
名
の
参
加
者
、
お
よ
び 

３
４
名
の
委
任
状
に
よ
り
総
会
が
成
立

し
、
以
下
の
議
案
の
審
議
、
採
決
を
行
い

ま
し
た
。 

 

１
、 

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告 

２
、 

２
０
２
４
年
度
決
算
報
告 

３
、 

２
０
２
５
年
度
活
動
方
針 

４
、 

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画 

５
、 

２
０
２
５
年
度
予
算 

６
、 

２
０
２
５
年
度
役
員
等
選
出 

 結
果
、
６
件
の
議
案
は
す
べ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
一
同
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

新
役
員
（
理
事
）
と
し
て
田
口
陽
子
様
、

ま
た
新
監
査
役
（
監
事
）
と
し
て
山
崎
隆

司
様
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
２
０
２
４
年
度
の
全
体
事
業
の
報
告

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

・
創
立
４
０
周
年
記
念
懇
親
会 

・
創
立
４
０
周
年
記
念
誌
発
行 

・
第
３
回
「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん
な

の
ぶ
ん
か
さ
い
」 

・
例
会
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座
」 

・
例
会
「
防
災
講
座
」 

・
例
会 

「
高
齢
者
の
た
め
の
安
心
安
全

片
付
け
習
慣
講
座
」 

・
新
年
会
、
通
年
午
餐
会 

 

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
の
全
体
事
業

の
計
画
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

・
第
４
回
「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん
な

の
ぶ
ん
か
さ
い
」 

・
例
会 

「
高
齢
者
の
服
薬
と
受
診
」 

・
例
会 

「
健
康
に
つ
い
て
」 

・
例
会 

「
生
成
Ａ
Ｉ
体
験
」 

・
納
涼
食
事
会
、
新
年
会 

・
バ
ス
旅
行
（
検
討
予
定
） 

 

議
案
の
議
決
後
、
各
サ
ー
ク
ル
が
２

０
２
４
年
度
の
活
動
報
告
及
び
２
０
２

５
年
度
活
動
計
画
の
発
表
を
い
た
し
ま

し
た
。
各
３
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
で
し
た

が
、
活
気
の
あ
る
説
明
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
説
明
順
と
今
年
度
の
活

動
日
（
予
定
）
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

・
ま
ゆ
の
会 

 
 
 
 

（
第
１
月
曜
日
） 

・
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス 

（
第
１
・
３
水
曜
日
） 

・
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ 

 

（
月
１
回
程
度
） 

・
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ 

 
 

（
月
１
回
程
度
） 

・
読
書
サ
ロ
ン 

 
 
 

（
第
２
火
曜
日
） 

・
太
極
拳
健
康
体
操（
第
２
第
４
金
曜
日
） 

・
こ
ぶ
し
朗
読
の
会（
第
１
第
３
土
曜
日
） 

・
ス
マ
ホ
倶
楽 

（
月
１
回.
／
休
会
中
） 

・
き
ら
ら
・
生
活
支
援
昼
食
作
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
第
２
金
曜
日
） 

・
や
す
ら
ぎ
会 

 
 

（
月
１
回
金
曜
日
） 

 

総
会
の
後
、
以
下
の
皆
様
に
よ
る
講
話
、

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
保
坂
相
談
役
に
よ
る
南
半
球
百
日
間

の
船
旅
談
話
〇
神
野
優
子
様
に
よ
る
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
平
田

侑
様
） 

 

昨
年
度
は
創
立
四
十
周
年
で
記
念
行
事

を
コ
コ
ネ
リ
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
五
十
年
目
に
向
け

て
の
新
た
な
一
歩
が
始
ま
り
ま
す
。 

物
価
や
年
金
、
福
祉
や
介
護
を
は
じ

め
我
々
シ
ル
バ
ー
世
代
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
貌
し
て
お
り
、
科
学
の

面
で
も
Ｉ
Ｔ
、
と
り
わ
け
生
成
Ａ
Ｉ
の

分
野
は
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
生
活
サ
ー

ビ
ス
面
で
は
想
像
を
超
え
た
動
き
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。
当
会
は
例
会
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
加
速
す
る 

 

こ
の
よ
う
な
波
に
う
ま
く
対
応
出
来

る
よ
う
情
報
提
供
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 

 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

健 

生 

会 

 
 

 
 

  

ニ
ュ
ー
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第
四
十
一
回
定
期
総
会
が 

終
了
し
ま
し
た 
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● 

健
康
だ
よ
り 

 
練
馬
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉 

 
 
 
 

看
護
師 

尾
﨑 

幹
子 

    

「
脱
水
」 

 

温
暖
化
が
進
み
、
日
本
の
四
季
に
変

化
が
❣
さ
わ
や
か
な
五
月
晴
は
ど
こ

に
？ 気

候
の
変
化
に
伴
い
、
身
体
機
能
を

維
持
す
る
に
は
生
活
習
慣
も
変
え
て
適

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

昨
年
以
上
に
猛
暑
日
は
増
え
る
の
で

は
？ 

“
熱
中
症
予
防
に
飲
水
”
は
広

く
認
識
さ
れ
、
習
慣
化
は
広
ま
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。「
脱
水
」
は
、
熱
中
症

の
み
な
ら
ず
多
く
の
リ
ス
ク
を
も
た
ら

し
ま
す
。
脱
水
予
防
は
、
様
々
な
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

１
，
脱
水
と
は 

 

体
か
ら
＝
体
液
〈
水
と
電
解
質
（
塩

分
な
ど
）〉
を
失
う
こ
と
。 

体
液
は
、
体
温
調
節
、
カ
ラ
ダ
に
必
要

な
栄
養
素
や
酸
素
を
運
び
こ
む
、
カ
ラ

ダ
に
不
要
な
老
廃
物
を
運
び
だ
す
等
生

命
維
持
に
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。 

脱
水
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
や
、
血
液

が
ド
ロ
ド
ロ
状
態
に
な
り
血
行
を
悪
く

し
、
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
な
ど
を
誘
発

す
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。 

２
．
症
状 

①
脳
：
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
だ
る

い
、
頭
痛
、
け
い
れ
ん
、
集
中
力
・
記

憶
力
の
低
下
、
意
識
消
失
な
ど 

②
消
化
器
：
食
欲
低
下
、
吐
き
気
、
嘔

吐
、
便
秘
、
下
痢
な
ど 

③
筋
肉
：
筋
肉
痛
、
し
び
れ
、
こ
む
ら

返
り
な
ど 

３
．
予
防
対
策 

 

脱
水
は
、
予
防
で
き
る
症
状
で
す
。

一
日
の
水
分
（
飲
水
）
量
の
目
安
は
、

体
重
１
㎏
あ
た
り
４
０
㎖
以
上
が
必
要

で
す
。
例
：
体
重
５
０
㎏
の
場
合
（
５

０×

４
０
＝
２
０
０
０
㎖
以
上
と
な

り
ま
す
。
必
要
量
を
確
認
し
、
喉
が
渇

く
前
か
ら
こ
ま
め
に
飲
水
し
、
特
に
気

温
が
高
い
時
は
、
一
時
間
に
２
０
０
～

２
５
０
㎖
を
２
～
４
回
に
分
け
て
飲
み

ま
し
ょ
う
。（
東
京
医
療
保
健
大
学
、
谷

口
英
喜
教
授
） 

発
汗
：
水
分
だ
け
で
な
く
塩
分
・
ミ

ネ
ラ
ル
も
多
く
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
塩
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
摂
取
に
は

規
則
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
（
再
登

場
‼
）
を
摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。 

４
．
脱
水
が
起
こ
り
易
い
状
況 

・
気
温
が
高
い
日
：
真
夏
日
・
猛
暑
日

（
気
象
情
報
に
注
目
を
） 

・
多
量
の
発
汗
：
体
液
を
失
う
。 

・
睡
眠
：
夜
間
も
発
汗
は
あ
り
ま
す
（
気

に
な
ら
な
い
程
度
で
）
寝
る
前
、
ト
イ

レ
時
に
一
口
で
も
飲
み
ま
し
ょ
う
。 

・
入
浴
の
前
後
：
グ
イ
ッ
と
コ
ッ
プ 

一
杯
（
水
で
す
） 

・
ス
ポ
ー
ツ
時
：
散
歩
時 

・
飲
酒
の
後
：
ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
す

る
た
め
に
水
が
使
わ
れ
、
体
内
の
水
分

が
少
な
く（
脱
水
に
）な
り
易
い
で
す
。

水
分
を
多
め
に
取
り
ま
し
ょ
う 

・
高
熱
、
下
痢
、
嘔
吐
時
：
口
か
ら
飲

め
な
い
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

・
薬
を
服
用
し
て
い
る
場
合 

降
圧
剤
や
利
尿
剤
を
使
用
、
心
臓
や

腎
臓
疾
患
な
ど
水
分
制
限
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
医
師
に
相
談
し
、
指
示

を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

こ
れ
ら
の
脱
水
を
起
こ
し
や
す
い

状
況
を
知
っ
て
、
早
め
の
対
処
が
で
き

る
よ
う
に
、
飲
水
習
慣
を
見
直
し
予
防

し
ま
し
ょ
う
。 

５
．
飲
水
習
慣 

日
頃
ご
自
分
の
一
日
の
飲
水
量
を

測
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

「
努
め
て
飲
ん
で
い
る
」
か
ら
十
分
に

飲
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際

に
測
定
し
、
足
り
な
か
っ
た
と
驚
か
れ

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

飲
ん
で
い
る
量
を
計
量
し
て
、
習
慣
の

見
直
し
や
再
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

●
一
日
の
目
安 

前
述
予
防
対
策
参
照
し
、
ご
自
分
の

体
重
に
応
じ
て
算
出
す
る
。 

●
実
際
に
飲
ん
で
い
る
量
を
知
る 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
量
が
判
り
易
い 

で
す
が
、
自
宅
で
普
段
使
い
の
湯
呑
や

コ
ッ
プ
は
何
㎖
入
る
？
水
筒
容
量
を
ご 

存
知
で
す
か
？ 

実
際
に
、
湯
呑
や
コ

ッ
プ
の
容
量
を
計
量
カ
ッ
プ
で
調
べ
て

み
て
下
さ
い
。 

実
際
に
飲
ん
で
い
る
量
や
一
日
の

目
安
量
（
何
杯
か
）
が
判
り
易
く
な
り

ま
す
。
お
勧
め
し
ま
す
。 

め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き
、
だ
る
い
と
感 

じ
た
ら
、
ま
ず
、
水
を
飲
む
こ
と
。 

し
か
し
、
食
事
や
飲
水
量
が
充
分
な
場 

合
は
、
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し 

ま
す
。 

 

脱
水
サ
イ
ン
（
症
状
）
を
軽
く
見
な 

い
で
、（
繰
り
返
し
ま
す
が
）
規
則
的
な 

食
事
と
一
日
の
飲
水
量
の
目
安
や
、
脱 

水
に
な
り
易
い
状
況
を
知
っ
て
、
日
々 

適
切
な
水
分
補
給
の
習
慣
を
。 

後
悔
し
た
く
な
い
か
ら
、
出
来
る
こ

と
は
し
て
お
き
た
い
。
で
す
よ
ね
。 

 

夏
を
上
手
く
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

（
熱
中
症
予
防
：
健
康
だ
よ
り
冊
子 

Ｎ
Ｏ
８
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
） 
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■
「
第
４
１
回
定
期
総
会 

開
催
報
告
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井 

喜
嗣 

日
時
：
５
月
２
２
日
（
木
） 

１
０
時
～
１
２
時
３
０
分 

 

場
所
：
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル 

・
現
在
会
員
数
１
１
６
名
に
対
し
、 

出
席
者
３
０
名
、
委
任
状
３
４
名
、 

合
計
６
４
名
で
、
総
会
成
立
宣
言
後
、 

議
長
に
山
本
均
会
長
を
選
出
。 

◆
議
案
集
の
説
明
と
議
事 

第
１
号
議
案
：
２
０
２
４
年
度
事
業

報
告
か
ら
第
６
号
議
案
：
２
０
２
５
年

度
の
役
員
等
選
出
（
案
）
ま
で
の
各
議
案

を
山
本
会
長
と
竹
内
副
会
長
で
順
次
説

明
。
報
告
後
に
審
議
し
一
括
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

・
昨
年
度
は
創
立
４
０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
記
念
講
演
会
、
記
念
誌
（
文

集
）
記
念
誌
別
冊
（
健
康
だ
よ
り
）
の

作
成
に
加
え
、「
第
３
回
家
族
で
バ
ン
ザ

イ
・
み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」
の
特
別

編
と
重
要
イ
ベ
ン
ト
の
目
白
押
し
で
し

た
が
、無
事
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

・
今
年
度
の
恒
例
事
業
概
要 

「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん
な
の
文
化

祭
」
は
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。
既
に
１

１
月
２
７
日
開
催
予
定
で
内
容
の
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。
例
会
は
「
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
、
６
月
「
高
齢
者
の
服
薬

と
受
診
」、
９
月
「
健
康
に
つ
い
て
と
健

康
相
談
会
」
１
２
月
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
体

験
」
な
ど
を
企
画
中
で
す
。 

・
健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
も
今
年
度
末
に
は

第
４
９
４
号
と
な
り
、
記
念
の
第
５
０

０
号
に
向
け
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。

更
な
る
皆
様
か
ら
の
「
話
の
広
場
」
へ

の
投
稿
も
お
願
い
し
ま
す
。 

・
今
年
度
の
役
員
と
発
送
委
員 

山
本
稔
子
役
員
と
橘
高
監
査
役
以
外
の

方
々
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
再
任
と

な
り
ま
し
た
。
新
た
に
田
口
陽
子
様
と

元
役
員
の
山
崎
隆
司
様
が
加
わ
り
ま
し

た
。
山
本
稔
子
役
員
と
橘
高
監
査
役
は

退
任
と
な
り
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

発
送
委
員
は
、
橋
本
様
、
落
合
様
、
中

加
様
、
丸
山
様
が
退
任
と
な
り
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
そ
れ
以
外
の
前
年
度
の

９
名
の
方
達
は
、
引
き
続
き
留
任
と
な

り
ま
し
た
。 

◆
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

前
年
度
活
動
報
告
＆
今
年
度
活
動
計
画 

各
サ
ー
ク
ル
の
担
当
か
ら
約
３
分

ず
つ
活
動
報
告
を
実
施
。
こ
ぶ
し
朗
読

の
会
の
報
告
で
は
、
中
村
さ
ん
が
「
若

返
り
の
水
」
を
朗
読
し
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
の
報
告
で
は
、

高
田
さ
ん
か
ら
「
試
写
室
便
り
１
５
０

回
達
成
」
と
の
事
。
ま
た
、
太
極
拳
健

康
体
操
で
は
、
丸
山
先
生
が
基
本
動
作

を
会
場
の
皆
さ
ん
に
伝
授
。 

◆
定
期
総
会
の
第
２
部
と
し
て
記
念
講

話
と
記
念
演
奏
を
各
々
３
０
分
ず
つ
実

施
し
ま
し
た
。 

①
記
念
講
話
：「
健
康
生
き
が
い
の 

一
里
塚
・
南
半
球
の
船
旅
」 

 
 
 

相
談
役 

保
坂
武
雄 

 

次
の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
写
真
も
交
え
て

の
お
話
で
し
た
。 

・
１
６
の
寄
港
地
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
南
極
、
イ
ー
ス

タ
ー
島
に
つ
い
て 

・
活
発
な
船
内
生
活
の
沢
山
の
「
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
」
と
「
学
び
」 

・
そ
の
他(

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
Ｉ
Ｔ
等) 

・
船
旅
の
リ
ス
ク 

②
記
念
演
奏
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

神
野
優
子
様 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 

平
田
侑
様 

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
作
曲
「
美
し
き
ロ
ス
マ

リ
ン
」、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
「
ユ
モ

レ
ス
ク
」
等
７
曲
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
イ
エ
ス
タ
デ

ィ
」
を
演
奏
。 

演
奏
後
に
は
山
本
会
長
か
ら
デ
ジ
タ
ル

花
束
を
！
（
予
算
の
都
合
上
） 

◆
最
後
に
、
内
田
副
会
長
の
閉
会
挨
拶

で
無
事
総
会
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 
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★ 

総
会
終
了
後
、
今
年
度
の
役
員
集
合

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

                         

新
役
員
も
加
わ
り
会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
、
少
し
で
も
楽
し
い
会
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

●
２
０
２
５
年
度 

新
規 

役
員
紹
介 

初
め
ま
し
て
田
口
陽
子
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
、
健
生
会
事
務
局
に
て
情

報
発
信
・
企
画
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
カ
レ
ッ
ジ
の
後
継

で
あ
る
つ
な
が
る
カ
レ
ッ
ジ
１
３
期
を

修
了
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん

だ
経
験
や
同
期
生
、
先
輩
方
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
現
在
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
の
充
実
を
目
指
し
た
地
域

活
動
団
体
「
こ
れ
か
ら
っ
と
ラ
ボ
」
の

代
表
と
し
て
、
ま
た
カ
レ
ッ
ジ
同
窓
会

の
副
会
長
と
し
て
多
く
の
方
々
と
関
わ

り
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

情
報
発
信
の
担
い
手
と
し
て
、
健
生
会

の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

皆
さ
ま
の
活
動
の
賛
助
と
し
て
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
●
「
読
書
サ
ロ
ン
報
告
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
隆
司 

・
日
時 

５
月
１
３
日
（
火
） 

１
０
時
～
１
１
時
３
０
分 

・
場
所 

コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル 

・
参
加
者 

８
名 

・
実
施
内
容 

冒
頭
、
白
内
障
の
手
術
を
近
々
希

望
す
る
参
加
者
に
対
し
、
既
に
手
術
を

体
験
し
た
人
達
か
ら
助
言
を
し
た
り
、 

最
近
の
出
来
事
で
、
車
が
小
学
生
の
列

に
突
っ
込
ん
だ
り
、
突
然
駅
で
切
り
つ

け
る
事
件
が
あ
っ
た
り
等
物
騒
な
ニ
ュ

ー
ス
に
憤
慨
し
た
り
で
サ
ロ
ン
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

健
康
の
為
、
ス
イ
ス
イ
軽
快
に
歩
く
こ

と
を
薦
め
る
参
加
者
の
意
見
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
い
つ
も
の
通
り
各
自
が
持
ち

寄
っ
た
本
を
紹
介
し
合
っ
た
後
、 

参
加
者
全
員
で
、
詩
人
の
坂
村
真
民

（
さ
か
む
ら
し
ん
み
ん
）
の
「
二
度
と

な
い
人
生
だ
か
ら
」
を
音
読
し
ま
し

た
。
坂
村
真
民
は
、
慈
悲
の
心
と
生
き

る
喜
び
を
歌
っ
た
詩
人
で
あ
り
、 

代
表
的
な
言
葉
と
し
て
、「
念
ず
れ
ば

花
ひ
ら
く
」
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上 

 

 

●
「
こ
ぶ
し
朗
読
の
会
」
開
催
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中 

昌
美 

・
第
７
４
回
５
月
１
７
日(

土) 

 
 
 

コ
コ
ネ
リ 

参
加
者
１
１
名 

・
第
７
５
回
６
月
７
日(

土) 

 
 
 

コ
コ
ネ
リ 

参
加
者
１
０
名 

・
教
材 

両
日 

斉
藤
洋
作 

 
 
 
 
 
 
 

「
白
狐
魔
記
」 

 

９
月
２
８
日
に
「
白
狐
魔
記
」
朗
読

発
表
が
決
定
し
、
２
時
間
以
内
に
収
ま

る
よ
う
和
田
先
生
の
手
に
依
る
台
本
作

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

☆
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

練
馬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

参
加
者
４
名 

利
用
者
１
８
名 

・
朗
読 

「
鯉
の
ぼ
り
の
お
話
し
」(

昔
話
し) 

「
金
太
郎
」(

昔
話
し) 

「
き
ん
い
ろ
の
き
つ
ね
」 

(

大
川
悦
生
著) 

「
き
ん
い
ろ
の
き
つ
ね
」
は
那
須
の
原

の
「
殺
傷
石
も
の
が
た
り
」
を
も
と

に
、
国
に
害
を
及
ぼ
す
魔
法
の
狐
と
、

そ
れ
を
退
治
し
よ
う
と
す
る
関
東
武
士

と
の
戦
い
を
描
い
た
も
の
で
「
九
尾
の

き
つ
ね
」
と
し
て
も
有
名
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

●
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
作
り
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水 

マ
ツ
子 

・
５
月
９
日
（
金
）
参
加 

５
名 

 

・
場
所
：
豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー 

●
太
極
拳
健
康
体
操
報
告 

土
橋
昌
子 

・
５
月
９
日
（
金
）
指
導 

丸
山
英
子 

コ
コ
ネ
リ 

 

参
加  

５
名 

 

・
５
月
２
３
日
（
金
） 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
参
加 

４
名 

 

酒
井 

 

土
橋 

 

横
田 

 
山
本 

 

内
田 

 

竹
内 

  

水
野 

 

田
中 

 

竹
内 

 

濱 田
口 

水
野 

田
中 

 

竹
内 
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●
「
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ
」
開
催
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
喜
嗣 

月
日
：
５
月
２
９
日
（
木
） 

場
所
： 
世
田
谷
線
沿
線
の
歴
史
探
訪 

参
加
者
： 
１
９
名
．  

 

今
回
は
、
５
月
に
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
世
田
谷
線
に
乗
っ
て
、
沿
線
に
あ

る
歴
史
的
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
豪
徳
寺
と

松
陰
神
社
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

１
．
世
田
谷
線 

世
田
谷
線
は
、
世
田
谷
区
の
三
軒

茶
屋
駅
か
ら
下
高
井
戸
駅
ま
で
わ
ず
か

５
キ
ロ
を
結
ぶ
路
線
で
、
首
都
圏
で
も

数
少
な
い
「
路
面
電
車
」
で
す
。
残
念

な
が
ら
「
幸
福
の
招
き
猫
電
車
」
は
当

日
お
休
み
で
し
た
が
、
記
念
の
乗
車
券

を
ゲ
ッ
ト
。
念
願
の
世
田
谷
線
（
旧
玉

電
）
に
乗
れ
た
と
喜
ん
で
い
た
方
も
。 

２
．
豪
徳
寺 

「
宮
の
坂
駅
」
で
下
車
し
、
し
ば
ら
く

行
く
と
松
並
木
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
山
門
を
抜
け
る
と
町
中
に
あ
る
と
は

思
え
な
い
、
整
然
と
し
た
静
か
な
佇
ま

い
の
お
寺
が
！ 

そ
う
、
こ
こ
が
豪
徳

寺
で
す
。 

こ
こ
は
、
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
招
き
猫

発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

創
建
は
１
５
世
紀
と
さ
れ
、
井
伊
直
孝

公
の
菩
提
寺
と
し
て
も
有
名
。 

境
内
に
は
無
数
の
招
き
猫
が
奉
納
さ
れ 

て
い
る
場
所
が
あ
り
、
そ
の
光
景
は
圧

巻
で
し
た
。
大
小
様
々
な
白
い
招
き
猫

が
並
ん
で
い
て
、
皆
さ
ん
「
か
わ
い

い
」
の
連
呼
で
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
三
重
塔
に
も
招
き
猫
が
隠

れ
て
い
て
、
全
部
見
つ
け
る
と
「
福
を

招
く
」
と
の
事
で
、
懸
命
に
探
し
て
い

ま
し
た
。 

驚
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
所
ま
で
多

く
の
外
国
人
！
が
・
・
・
・
・
。 

売
店
で
も
招
き
猫
を
買
う
た
め
長
蛇
の

列
の
大
半
が
外
国
人
で
し
た
。
し
ば
ら

く
並
ん
で
よ
う
や
く
小
さ
な
か
わ
い
い

招
き
猫
を
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
し
た
。 

境
内
の
奥
に
は
彦
根
藩
主
・
井
伊
家
の

歴
代
藩
主
の
墓
所
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
さ
す
が
に
こ
こ
は
静
寂
な
空
間

に
あ
り
、
外
国
人
も
見
か
け
ず
！ 

３
．
松
陰
神
社 

「
松
陰
神
社
前
駅
」
で
下
車
し
て
、
参

拝
後
の
ラ
ン
チ
場
所
を
探
り
な
が
ら
商

店
街
を
抜
け
る
と
松
陰
神
社
の
立
派
な

黒
門
が
！ 

「
吉
田
松
陰
」
を
お
奉
り
す
る
神
社
で

明
治
１
５
年
松
陰
先
生
の
門
下
生
で
あ

っ
た
高
杉
晋
作
、
伊
藤
博
文
、
な
ど
の

門
下
生
達
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し

た
。
世
界
遺
産
「
松
下
村
塾
」
を
模
し

た
建
物
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

   

              

 

 
 

 

     
 

 

● 

ま
ゆ
の
会
』
か
ら
お
知
ら
せ 

柳
瀬
紀
子 

６
月
の
ま
ゆ
の
会
は
担
当
者
体
調
不
良
の

た
め
急
遽
中
止
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
参
加
予
定
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
７
月
は
満
を
持
し
て

堀
一
子
先
生
ア
ー
ト
講
座
を
開
催
し
ま

す
！
お
楽
し
み
に
！
！
！ 

日
時 

７
月
７
日(

月)  

１
時
～ 

会
場 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
＋
２ 

作
品 

『
誰
で
も
ア
ー
ト
』 

堀
一
子
先
生
の
ご
指
導
で
、
サ
イ
ン
ペ
ン

で
ア
ー
ト
作
品
を
描
い
て
み
よ
う
！
フ
レ

ー
ム
も
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。 

参
加
費 

５
０
０
円 

持
物 

ハ
サ
ミ
・
定
規 

洗
濯
バ
サ
ミ
（
布
を
貼
る
時
の
押

さ
え
に
使
い
ま
す
。
無
く
て
も
可
） 

 
 

 

申
込  

０
８
０ 

５
４
１
７ 

７
７
９
０ 

柳
瀬 
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●
【
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
】 

第
１
５
３
回 

 

髙
田
健
治 

『
長
崎 

−

閃
光
の
影
で−

』 
１
９
４
５
年
、
長
崎
。
空
襲
に
よ
る

休
校
を
機
に
帰
郷
し
、
家
族
や
友
人
と

平
穏
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
看
護
学

生
の
田
中
ス
ミ
、
大
野
ア
ツ
子
、
岩
永

ミ
サ
ヲ
の
３
人
は
、
８
月
９
日
の
原
爆

投
下
に
よ
り
、
そ
の
日
常
が
一
瞬
に
し

て
一
変
す
る
。
街
は
廃
墟
と
化
し
、
彼

女
た
ち
は
使
命
を
全
う
し
よ
う
と
負
傷

者
の
救
護
に
奔
走
す
る
。
救
え
る
命
よ

り
も
多
く
の
命
を
葬
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
非
情
な
現
実
の
中
で
、
彼
女
た
ち

は
命
の
尊
さ
、
そ
し
て
生
き
る
意
味
を

問
い
続
け
る…

…

。 

戦
争
の
記
憶
を
紡
ぐ
看
護
師
た
ち

の
手
記
か
ら
生
ま
れ
た
感
動
作
。 

監
督
：
松
本
准
平 

８
月
１
日
（
金
）
公
開 

 
 

星
４
つ 

 

『
灰
と
な
っ
て
も
』 

本
作
の
原
題
『
寧
化
飛
灰
』
と
は
、

「
塵
と
し
て
朽
ち
る
よ
り
も
灰
と
な
っ

て
も
燃
え
尽
き
る
方
が
い
い
」
と
い
う

意
味
を
持
つ
。
香
港
で
２
０
１
４
年
に

起
き
た
雨
傘
運
動
に
続
き
、
２
０
１
９

年
、
民
主
化
を
求
め
、〈
人
生
を
無
為
に

過
ご
す
よ
り
も
短
く
と
も
激
し
く
生
き

る
覚
悟
を
秘
め
た
〉
抗
議
運
動
に
参
加

し
た
若
者
た
ち
。
魂
を
燃
や
し
て
闘
っ

た
香
港
人
た
ち
を
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
、
最
前
線
で
カ
メ
ラ
を
回

し
続
け
た
本
作
監
督
の
ア
ラ
ン
・
ラ
ウ
。 

若
い
世
代
の
恐
れ
を
知
ら
な
い
心

と
勇
敢
さ
、香
港
警
察
当
局
の
冷
酷
さ

や
残
虐
性
を
克
明
に
記
録
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。 

監
督
：ア
ラ
ン
・ラ
ウ 

６
月
２
８
日
（
土
）
公
開 

 

星
４
つ 

 

『
舟
に
乗
っ
て
逝
く
』 

た
く
さ
ん
の
運
河
が
あ
り
、
か
つ
て

は
舟
が
生
活
の
要
と
な
っ
て
い
た
中
国

江
南
地
域
の
町
・
徳
清
。
こ
こ
は
母
が

昔
、
舟
で
嫁
入
り
し
、
よ
う
や
く
見
つ

け
た
自
分
の
居
場
所
。
そ
ん
な
母
に
重

い
病
気
が
見
つ
か
り
、
上
海
で
ア
メ
リ

カ
人
の
夫
と
暮
ら
す
長
女
と
、
旅
の
ガ

イ
ド
を
し
な
が
ら
風
来
坊
の
よ
う
に
暮

ら
す
弟
が
、治
療
を
巡
っ
て
対
立
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
を
抱
え
る
娘
、
息
子

が
織
り
な
す
家
族
の
物
語
。 

誰
に
も
訪
れ
る
、葬
る
葬
ら
れ
る
家

族
の
物
語
を
美
し
い
映
像
で
綴
っ
た
、

１
９
９
４
年
生
ま
れ
の
新
鋭
チ
ェ
ン
・

シ
ャ
オ
ユ
ー
監
督
の
長
編
デ
ビ
ュ
ー

作
品
。 

監
督
：チ
ェ
ン
・シ
ャ
オ
ユ
ー
（陳
小
雨
） 

６
月
１
３
日
（
金
）
公
開 

 

星
４
つ 

        
 

 

■ 

私
の
好
き
な
俳
句
〈
５
２
〉（
落 

語
） 

 

渡
邊 

一
雄
（
三
遊
亭 

大
王
） 

私
は 

三
遊
亭
大
王 

落
語
家
の
一
端
を
汚
し
て
い
る
。
時
々
話
の
マ
ク
ラ
で 

 

素
人
で
す
が
と
言
う
と 

師
匠
が
「
お
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
に
は 

素
人
と

い
う
な
」
と
𠮟
ら
れ
る
。
平
成
二
十
三
年
に
こ
の
名
を
い
た
だ
い
て 

も
う
十
五
年

に
な
る
。「
シ
ロ
ー
ト
が 

ク
ロ
ー
ー
ト
気
取
り 

グ
レ
ー
ト
に
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
。 

七
十
歳
で
入
門
し
た
時
は 

落
語
家
に
な
る
と
い
う
よ
り
も 

古
典
落
語
を
も
っ

と
知
り
た
い 

話
の
コ
ツ
を
学
び
た
い
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
が 

も
う
一
つ
私

の
趣
味
の 

俳
句
と
落
語
の
共
通
点
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。 

探
せ
ば
あ
っ
た
あ
っ
た
。
両
者
の
共
通
点
を
ま
と
め
る
と 

落
語
は 

芝
居
の
よ
う

な
衣
装
や
大
き
な
セ
ッ
ト
も
使
わ
ず 

演
者
は
ひ
と
り
。
座
布
団
に
座
る
だ
け
。 

た
っ
た
一
人
で 

瞬
時
に
ど
ん
な
場
面
も
ユ
ー
モ
ア
で
描
く
。 

俳
句
も
同
じ
よ
う
に 

わ
ず
か
十
七
文
字
で
情
景
を
描
き 

使
う
言
葉
も
厳
選
す

る
。
条
件
は
季
語
を
入
れ
る
だ
け
。
俳
句
は
俳
趣
と
も
い
い 

ユ
ー
モ
ア
脱
俗
軽
妙

が
い
の
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
と
も
単
純
（
シ
ン
プ
ル
）
で 

お
も
し
ろ
み
の
あ

る
日
本
独
特
の
芸
で
あ
る
。 

私
の
残
り
の
人
生
の
夢
の
一
つ
に 

二
歳
～
五
歳
位
の
子
供
に 

落
語
の
紙
芝
居

を
や
っ
て
あ
げ
た
い
。
今
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
や
「
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い
」 

あ
た

り
か
ら
練
習
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
お
金
は
取
ら
な
い
で 

笑
っ
て
く
れ
た
子
に

飴
を
あ
げ
る
紙
芝
居
の
オ
ッ
チ
ャ
ン
を
や
っ
て
み
た
い
。 

で
は 

落
語
・
寄
席
（
ヨ
セ
）
の
句
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

 

① 

こ
ほ
ろ
ぎ
や 

寄
席
の
楽
屋
の 

独
り
酒
（
水
原 

秋
櫻
子
） 

② 

こ
ほ
ろ
ぎ
や 

入
る
月
早
き 

寄
席
戻
り
（
渡
部 

水
巴
） 

③ 

永
き
日
の 

寄
席
の
呼
び
込
み 

お
も
し
ろ
い
で
え
（
松
野 

篤
子
） 

④ 
寄
席
の
前 

焚
火
し
て
い
る 

淋
し
さ
よ
（
成
瀬 

正
と
も
） 

⑤ 

寄
席
出
で
て 

秋
夕
焼
の 

す
さ
ま
じ
く
（
杉
山 

岳
陽
） 

⑥ 

寄
鍋
を
囲
む 

寄
席
好
き 

芝
居
好
き
（
伊
東 

白
楊
） 

⑦ 

寄
席
出
で
て 

方
向
音
痴 

秋
の
暮
（
辻
田 

克
己
） 

⑧ 

初
寄
席
や 
い
ろ
も
の
に
な
る 

出
の
囃
子
（
能
村 

登
四
郎
） 

（
い
ろ
も
の 

と
は
落
語
以
外
の 

紙
切
り
と
か
漫
才
を
い
う
） 
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◆
「
は
な
し
の
広
場
」 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
１
０
０
分
で
名
著
⑭ 

保
坂
武
雄 

『
谷
川
俊
太
郎
詩
集
』 

 

 
 
 
 
 
 

解
説 

 

若
松
英
輔 

１
８
歳
の
谷
川
俊
太
郎
は
理
解
者
が
い

な
い
孤
独
の
中
で
、
ノ
ー
ト
に
詩
を
書

き
続
け
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
他
が

生
ま
れ
た
。
以
来
、
昨
年
９
２
歳
で
亡

く
な
る
ま
で
詩
人
、
翻
訳
家
、
絵
本
作

家
、
脚
本
家
と
し
て
活
躍
し
た
。 

 

解
説
者
、
若
松
英
輔
は
「
谷
川
の
存
在

で
、
日
本
の
詩
作
は
、
全
く
違
う
形
に

な
っ
た
。
誰
で
も
詩
を
詠
む
人
が
詩
人

と
な
る
。」
と
言
う
。 

 

（
１
８
歳
の
作
品
） 

「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」 

人
類
は
小
さ
な
球
の
上
で 

眠
り
起
き
そ
し
て
働
き 

時
々
火
星
に
仲
間
を
欲
し
が
っ
た
り
す
る 

火
星
人
は
小
さ
な
球
の
上
で 

何
を
し
て
い
る
か 

僕
は
知
ら
な
い 

（
或
い
は
ネ
リ
リ
し 

キ
ル
ル
し 

ハ
ラ
ラ
し
て
い
る
か
） 

し
か
し
と
き
ど
き
地
球
に
仲
間
を 

欲
し
が
っ
た
り
す
る 

そ
れ
は
ま
っ
た
く
た
し
か
な
こ
と
だ 

万
有
引
力
と
は 

ひ
き
合
う
孤
独
の
力
で
あ
る 

宇
宙
は
ひ
ず
ん
で
い
る 

そ
れ
故
み
ん
な
は
も
と
め
合
う 

宇
宙
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
ゆ
く 

二
十
億
光
年
の
孤
独
に 

僕
は
思
わ
ず
く
し
ゃ
み
を
し
た 

（
還
暦
を
過
ぎ
て
の
作
品
） 

「
臨
死
船
」 

知
ら
ぬ
間
に
あ
の
世
行
き
の 

 
 
 
 
 

連
絡
船
に
乗
っ
て
い
た 

け
っ
こ
う
混
み
あ
っ
て
い
る 

年
寄
り
が
多
い
が
若
い
者
も
い
る 

驚
い
た
こ
と
に
ち
ら
ほ
ら
赤
ん
坊
も
い
る 

連
れ
が
い
な
く
て
ひ
と
り
者
が 

ほ
と
ん
ど
だ
が 

中
に
は
お
び
え
た
よ
う
に
身
を
寄
せ
合
っ
た

男
女
も
い
る 

（
中
略
） 

見
え
な
い
糸
の
よ
う
に
旋
律
を 

縫
い
合
わ
せ
て
い
く
の
が 

こ
の
世
と
あ
の
世
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か 

こ
こ
が
ど
こ
な
の
か
も
う
分
ら
な
い 

こ
こ
か
ら
ど
こ
へ
行
け
る
の
か 

行
け
な
い
の
か 

音
楽
を
頼
り
に
歩
い
て
行
く
し
か
な
い 

「
闇
は
光
の
母
」 

闇
が
な
け
れ
ば
光
は
な
か
っ
た 

闇
は
光
の
母 

光
が
無
け
れ
ば
眼
は
な
か
っ
た 

眼
は
光
の
子
ど
も 

 
 

（
中
略
） 

光
を
孕
み
光
を
育
む
闇
の 

そ
の
愛
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い 

■
「
６
月
度
役
員
会
」
報
告 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井 

喜
嗣 

＊
日
時 

６
月
５
日
（
木
）
１
０
時
～ 

＊
場
所 

コ
コ
ネ
リ 

研
修
室
４ 

 

＊
出
席
者 

 

司
会 

酒
井 

 

山
本
・
内
田
・
竹
内
・
土
橋
・
横
田 

竹
内
（
律
）・
田
中
・
水
野
・
田
口 

１
．
５
月
行
事
実
施
報
告 

・
２
２
日
（
木
）：
定
期
総
会 

 

場
所
：
コ
コ
ネ
リ
３
Ｆ
ホ
ー
ル 

 

参
加
者
３
０
名
、
委
任
状
３
４
名 

 

次
年
度
に
向
け
て
の
定
期
総
会
で
の

振
り
返
り
実
施 

・
２
９
日
（
木
）
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ 

 

「
世
田
谷
沿
線
の
史
跡
巡
り
」 

参
加
者
１
９
名 

首
都
圏
で
も
数
少
な
い
路
面
電
車

に
乗
っ
て
、
沿
線
の
名
所
史
跡
の
豪

徳
寺
と
松
陰
神
社
を
探
訪
。
こ
ん
な

所
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
！ 

２
．
６
月
行
事
関
係 

・
２
４
日
（
火
）
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ 

 

今
月
は
、
外
壁
修
復
が
完
了
し
た
旧

古
河
庭
園
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
行

く
予
定
。 

・
２
６
日
（
木
）
例
会 

「
高
齢
者
の
服
薬
と
受
診
」 

 
 
 
 
 
 

講
師 

小
高
佑
吉
氏 

 

例
会
開
催
に
向
け
て
の
当
日
の
配
布

資
料
、
必
要
機
器
、
公
募
案
内
な
ど

の
準
備
作
業
の
確
認
調
整
実
施
。 

・
参
考
情
報 

「
な
べ
さ
ん
の
元
気
わ
く
わ
く
講
座
」

が
６
月
３
０
日
に
「
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー
豊
玉
」
に
て
開
催
予
定
。 

３
．
７
月
ニ
ュ
ー
ス
関
係 

・
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
の
確
認
調
整 

巻
頭
言
・
・
・
・
山
本
均 

 

健
康
だ
よ
り
・
・
尾
﨑
看
護
師 

 

ニ
ュ
ー
ス
の
編
成
に
あ
た
り
、
話
の

広
場
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
原
稿
不
足

し
て
お
り
今
後
推
進
策
等
を
検
討
。 

・
７
月
各
行
事
日
程
の
確
認 

４
．
そ
の
他 

・
納
涼
食
事
会
の
検
討
開
始 

 

先
ず
は
、
プ
ラ
ン
を
持
ち
寄
っ
て
、

次
回
に
詳
細
検
討 

・
バ
ス
旅
行
の
再
開
検
討
開
始 

 

先
ず
は
、
プ
ラ
ン
を
持
ち
寄
っ
て
、

次
回
以
降
に
検
討
継
続 

・
第
４
回
「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん

な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

検
討 

・
ニ
ュ
ー
ス
送
付
先
の
見
直 

 

郵
送
料
金
削
減
に
む
け
て
、
会
員
以

外
へ
の
ニ
ュ
ー
ス
送
付
先
を
次
回

見
直
す
予
定
。 

・
会
費
納
入
状
況
の
確
認
を
次
回
実
施

予
定
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 
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２０２５年（令和７年）７月 行 事 案 内 

 

 

 

▼  ２日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター第１教室 

▼  ３日（木）１０：００「役員会」ココネリ研修室３ 

▼  ５日（土）１０：００「こぶし朗読の会」生涯学習センター教室 3 

▼  ７日（月）１３：００「まゆの会」ココネリ多目的室 

▼  ８日（火）１０：００「読書サロン」ココネリ研修室５ 

▼ １１日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリホール東 

▼ １１日（金）１０：００「きららカレーつくりボランティア」豊玉すこやかセンター6階 

▼ １６日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ １７日（木）１０：００「校正」ココネリ研修室５ 

▼ １９日（土）１０：００「こぶし朗読の会」ココネリホール西 

▼ ２３日（水）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター会議室１＋２ 

▼ ２５日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリホール西 

▼ ２５日（金）１３：００「やすらぎ会」社会福祉協議会ボランティアセンター 

 

話のひろば投稿先メールアドレス 

kenseikai-news 

@kuniyokota.sakura.ne.jp 
 

 

●
「
や
す
ら
ぎ
会
」 

 

橋
本 

光 

・
５
月
２
３
日
（
金
）
参
加 

３
名 

・
場
所
：
社
会
福
祉
協
議
会 

会
議
室 

 

●
ニ
ュ
ー
ス
発
送 

活
動
報
告 

・「
校
正
」 

役
員 

 

参
加 

９
名 

５
月
１
５
日
（
木
）
コ
コ
ネ
リ 

・「
印
刷 

発
送
」 

 

参
加
１
４
名 

５
月
２
８
日
（
水
） 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

  

★
６
月
予
定
の
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ 

猛
暑
で
急
遽
中
止
延
期
に
！  

・
年
々
夏
の
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

６
月
２
４
日
（
火
）
開
催
予
定
の
東
京
探
訪

ク
ラ
ブ
（
旧
古
河
庭
園
見
学
）
は
、
参
加
者

１
５
名
で
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、６
月
の

想
定
外
の
猛
暑
に
つ
き
、熱
中
症
リ
ス
ク
を

考
慮
し
て
、探
訪
先
と
も
相
談
し
て
急
遽
中

止
に
な
り
ま
し
た
。 

・
こ
れ
か
ら
も
猛
暑
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
各
サ
ー
ク
ル
活
動
に
お
い
て

も
、
熱
中
症
警
戒
情
報
を
確
認
し
て
、
活
動

場
所
の
状
況
、活
動
内
容
な
ど
に
応
じ
て
実

施
の
可
否
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

酒
井
喜
嗣 

 

 
 

   

編 

集 

後 

記 

 

６
月
は
入
梅
に
映
え
る
紫
陽
花
が
主
役
で

し
た
。
と
て
も
綺
麗
で
種
類
も
多
く
、
堪
能

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
月
の
主
役
は
七

夕
さ
ま
で
す
ね
。
特
に
仙
台
の
七
夕
祭
り
は

有
名
で
す
。 

と
こ
ろ
で
７
月
号
ニ
ュ
ー
ス
１
頁
巻
頭
言
に

は
５
月
総
会
の
様
子
が
、
欠
席
な
さ
っ
た
会

員
に
状
況
を
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

又
２
頁
の
健
康
便
り
に
は
猛
暑
の
季
節
、
脱

水
症
状
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
水
分
補
給
を

充
分
取
り
夏
を
う
ま
く
乗
り
切
っ
て
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

５
頁
の
東
京
深
訪
ク
ラ
ブ
に
は
見
学
先
、 

豪
徳
寺
の
特
に
招
き
猫
の
数
の
多
さ
に
は
、 

驚
き
で
す
、
今
で
は
外
国
人
に
も
人
気
で
訪

れ
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
ね
。
世
の
中
変
わ

り
ま
し
た
ね
。
お
土
産
売
り
場
も
長
蛇
の
列

で
皆
様
や
っ
と
小
さ
い
招
き
猫
ゲ
ッ
ト
さ
れ

た
と
か
・
・
良
か
っ
た
で
す
ね
、
又
松
陰
神

社
の
事
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
に
参

加
で
き
な
い
会
員
に
は
状
況
が
解
り
助
か
り

ま
す
。
有
難
う
！ 

 

７
頁
の
話
の
広
場 

保
坂
さ
ん
寄
稿
に
は
長
谷
川
俊
太
郎
詩
集
が

沢
山
記
載
さ
れ
て
い
る
中
で
、「
臨
死
船
」
の

と
こ
ろ
で
目
が
留
ま
り
繰
り
返
し
読
み
ま
し

た
。
皆
様
も
じ
っ
く
り
読
ん
で
く
だ
さ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
・
Ｕ 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 


